令和８年８月26日
農業関係機関・団体　御中
富山県米作改良対策本部
胴割米発生防止緊急特報
「コシヒカリ」や「富富富」については、出穂後10日間が高温のため、胴割れしやすい米質になっています。現在、気温が平年に比べ高く推移しているとともに、今後も高温が続くと予報されており、胴割米の発生が懸念されます。
今後、胴割米による品質低下を防止するため、以下の管理が徹底されるように指導願います。
１　収穫までの適切な水管理（稲体活力維持）
・出穂後20日間の湛水後は、刈取りの５～７日前まで間断かん水を徹底する。
・収穫予定日頃にフェーンが予想される場合は事前に刈取る。一方、収穫時期まで日数があるほ場は事前に入水する。
・なお、用水が下流域まで行き渡るように、地域での計画的かつ効率的な水利用に努める。
２　適期刈取（刈遅れ防止）
・今後の高温により胴割米の発生が早く、刈取適期が短くなると見込まれることから（図）、「コシヒカリ」では、平年よりも早めの籾黄化率80％（出穂後の積算気温950～1,000℃）から刈取りを確実に開始する。
・「富富富」では、籾黄化率80％（出穂後の積算気温1,050℃程度）からの刈取りを確実に開始する。
・刈取始期の目安は、７月26日に出穂した「コシヒカリ」では８月31日頃、７月30日に出穂した「富富富」では９月６日頃と見込まれる（表１、２）。
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３　適正な乾燥作業（ゆっくりとした乾燥）
・乾燥作業による胴割米の発生が懸念されることから、送風温度を通常より５℃程度低く設定して毎時乾減率0.6％/h（通常：0.8％/h）以下で乾燥を行い、玄米水分14.5～15.0％に仕上げる。
・特に、乾燥時が高温・低湿度の場合や、張込時の籾水分が低い、張込量が少ない場合等では急激に乾燥が進むため、こまめに籾水分を確認しながら、ゆっくりとした乾燥に努める。
・張込時の籾水分が25％以上と高い場合は、２～３時間の通風乾燥後、通常よりも５℃程度低い送風温度で乾燥し、籾水分17％を目安に二段乾燥を行い、水分むらを小さくする。
【参考　新潟地方気象台　長期間の高温と少雨に関する北陸地方気象情報　第1号】

表１　「コシヒカリ」の刈取始期の目安








注）刈取始期は籾黄化率80％、成熟期は籾黄化率85％に


達すると見込まれる日、表２も同様





多発年では籾黄化率が90％に達する前に全胴割率が20％を超える
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表２　「富富富」の刈取始期の目安





図　籾黄化率と全胴割率の関係（農研、コシヒカリ）


注）多発年：H24、R5　平年 ：H28～R7（R5を除く）








